
協議事項２ 新病院アクセス対応に伴う市民バス「泉が丘線」の休便について 

 

1．背景 

 令和 8 年 2 月に開院する新病院へのアクセスを確保するため、既存バス路線について肥田

線の増便等の対応が必須となっており、民間バス事業者における乗務員の高齢化や、2024

年問題による深刻な乗務員不足が加速する中、市民バス路線網の効率的な運用の見直しが求

められている。泉北団地は泉が丘線、伝産会館線の2路線が駅から団地までを結び、市全体の

ダイヤの中では比較的本数の多い地域であることから、泉が丘線の通勤・通学の影響が少ない

ダイヤ 2 便を休便し、日中に必要な新病院へのアクセスを確保するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．代替手段 

AI デマンド交通（10：00〜16：00）を導入し、住民の移動手段のサービスを維持する。 

➣料金は 300 円とし、市バス運賃（200 円）に近い金額とする。 

➣泉北団地エリア内の利用はどこでも乗降できるものとし、バス停までの移動が難しい方も公

共交通の利用がしやすくなる。 

➣市バス（泉が丘線）の終着は駅のみに対し、AI デマンド交通は駅周辺のミーティングポイント

へ直接移動ができるため、利便性が向上される。 

 

３.スケジュール 

8 月〜9 月 住民説明 

10 月     休便、AI デマンド交通実証実験の運行開始 
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４.（参考）休便するダイヤの利用状況（令和 6 年 11 月 ※稼働 20 日間） 

 

 9：56 便 13：45 便 

月間利用者実績 

（令和 6 年 11 月） 

167 人／月 173 人／月 

 

 

 休便 2 便 AI デマンド交通

（10：00〜16：00） 

1 日あたりの利用者 約 17 人／日 48 人／日 ※ 

※ 泉北団地⇔土岐市駅  片道 30 分、1 台あたり往復で 

各 2 名ずつ乗車した場合： 2 名×2 台×２（往復）×6 時間＝４8 人／日 
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